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１．はじめに
１９４８年６月２８日，福井平野東部直下を震源とするマグニチュード７．１の福井地震が発生した．この
地震により低平な福井平野を中心に３，７６９名もの方々が亡くなり，４７，０００戸を越える家屋が全半壊し
た．この地震では通常みられるような地表地震断層は観察されなかったが，連続する地割れ帯および
地震後に行われた測量の結果から，福井平野東部に福井地震断層および福井東側地震断層が推定され
た（小笠原，１９４９；Tsuya，１９５０）．この地震では地震規模の割には平野部の広い範囲で家屋の倒壊率
が６０％を越える（北陸震災特別委員会，１９５１）など，被害が甚大であり，この地震をきっかけに震度
が設けられた（震度が初めて適用されたのは１９９５年の兵庫県南部地震である）．しかし福井平野
がなぜこのように広い範囲で激しい揺れに見舞われ，多くの家屋が倒壊したかについては良くわかっ
ていない．
一方，１９９５年１月１７日未明に発生した兵庫県南部地震（M７．３）では，神戸市須磨区から西宮市に
かけて，延長２５kmに及ぶ“震災の帯”が出現した．この帯の中の被害状況をみると，一様に大きな
被害を受けているわけではなく，被害の大きな地点と比較的軽微な地点が隣接していることが明らか
となり，平野の形成過程（微地形）との関わりが指摘された（吉岡ほか，１９９５など）．例えば幅１００m
以下の帯状に伸びている特にひどい住宅被害の分布は，旧河道（埋没旧河道を含む）位置と一致して
おり，山陽新幹線の高架橋が大きな被害を受けた８箇所も全て旧河道を横断する地点であった（高
橋，１９９８）．西宮市大市付近の逆瀬川，武庫川，阪急神戸線で囲まれた範囲では，死亡者の発生地点
が旧河道域に集中する傾向を明瞭に読み取ることができ，死亡者の半数以上が旧河道上に居住してい
た（高橋，１９９８）．また淡路島では地震断層に近い所よりむしろ，近接する沖積低地に被害が集中し
ていた（中田・岡田，１９９９）こと等が明らかとなった．すなわち局所的な被害状況は，その地点がど
のような地形・地質環境に位置していたかが大きく関わってきているといえる．
福井平野の地形区分については，これまで宮越（１９６８），吉川（１９９６）等によってなされてきた．
また近年，『１：２５，０００ 土地条件図 福井』（国土地理院，２００４）が出版された．これらの地形区
分には幾つかの違いはあるものの，大筋では一致している．そこでこれらに基づき，福井平野の地形
について紹介するとともに，福井平野の形成過程，空中写真で読み取れる福井平野の人為的な地形改
変や利用形態，およびその問題点等について述べる．
２．福井平野の形成と地形の概要
福井県北部に位置する福武低地は，南側を南条山地に，東側を越前中央山地および加賀越前山地に，
また西側を丹生山地によって囲まれた南北約４０km，東西約１４kmの細長い沖積低地である．福武低地
は文殊山―城山―清水町にかけての狭隘部を境として，それより北側の福井平野と南側の武生盆地に
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分けられる．さらに福井平野は九頭竜川を境にして北側を坂井平野，南側を狭義の福井平野に分ける
ことがあるが，ここでは福井平野を坂井平野も含めた広義の福井平野の意味で用いる．
福井平野は，東西約１２km，南北約２５km，面積約１５６の低平な沖積平野であり，平野北部には加
越台地が，北西部には三里浜砂丘があり，日本海に接している（図１）．
福井平野には東側から九頭竜川，足羽川，竹田川が，南側から日野川が流れ込んでいる．九頭竜川
は長さ約１２０kmと福井県では最も長い河川である．油坂峠に源を発し，大野盆地，勝山盆地を通り，
永平寺町鳴鹿付近から福井平野に流れ出している．福井平野では西流して平野を横断し，平野西縁部
で日野川と合流，流れを北北西に転じ，三里浜砂丘と加越台地との隙間から日本海に注いでいる．足
羽川は，冠山に源を発し，山地間を蛇行しながら福井市篠尾付近から福井平野に流れ出し，北西方向
に平野を横断，平野西縁で日野川と合流している．日野川は今庄町に源を発し，武生盆地，福井平野
西部を北流し，足羽川と合流した後，九頭竜川と合流している．竹田川は浄法寺山付近に源を発し，
丸岡町川上付近から平野に流れ出し，河口付近で九頭竜川と合流している．
福井平野はこれらの河川が運んだ土砂の埋積作用により形成された沖積平野であるが，縄文海進時
には，その大半が古九頭竜湾と呼ばれる浅い入り江となっていた．三浦（１９９２），建設省近畿地方建
設局・建設省国土地理院（２０００）によれば，縄文中期～後期には古九頭竜湾入り口付近に砂州が形成
されるとともに，河川から運ばれた土砂が湾内に厚く堆積し，古九頭竜湾は次第に縮小していった．
図１．福井平野
の地形区分（吉
川（１９９６）に加
筆），および図
２～７の位置．
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お ほ ど たかむこ
飛鳥時代，後の継体天皇となる男大迹王は，幼少の頃，母の故郷である高向（現在の丸岡付近）で養
育されていたが，「むかし越前平野は一面に水がみなぎっていた．これは悪竜の仕業である．男大迹
王は悪竜を退治して水を治めるため，足羽山に登り，海に向かってかぶら矢を射た．矢は水の上をぐ
るぐる回っていたが、やがて海の方へ飛んでいった．すると矢とともに水が海のほうへ退いていった」
（杉原，１９９１）や「大きな湖であった福井平野を三国付近で開削し，肥沃な土地にした」（印牧，１９８３）
など，古九頭竜湾が完全に埋積されておらず，大きな湖として残っていたことを示す伝承が存在する．
江戸時代には強固な堤防が整備され，河道がほぼ現在の位置に定まるようになるとともに，古九頭竜
湖は縮小し，現在の芦原温泉の西側，および福井市と三国町の境付近の砂子田付近が低湿地として残
るのみであった（建設省近畿地方建設局・建設省国土地理院，２０００）．
このようにして形成された福井平野の地形は大きく扇状地，氾濫原および三角州に区分される．以
下，吉川（１９９６），国土地理院（２００４）に基づいて各地形の概要を紹介する（図１）．
九頭竜川，足羽川，竹田川が東側の山地から福井平野に出たところには扇状地が形成されている（以
下，九頭竜川扇状地，足羽川扇状地，竹田川扇状地と呼ぶ）．九頭竜川扇状地は，標高約４０mの鳴鹿
橋付近に扇頂部を持つ半径約７～８kmの扇状地である．扇端部は不明瞭ではあるが礫層分布や河道
の形態から標高９～１１m付近と推定されている．竹田川扇状地は，標高約３５mの丸岡町川上付近に
扇頂部を持つ半径約２～３kmの扇状地であり，扇端部は標高約８～９mの丸岡町乗兼－長畝付近と
なっている．足羽川扇状地は，標高２８mの福井市脇三ヶ町付近に扇頂部を持つ半径約３kmの扇状地
であり，扇端部は標高約１３m付近まで達している．いずれの扇状地も平均勾配はおよそ３／１０００と北
陸地方の他の扇状地に比べ緩やかであり，扇状地としての形状は不明瞭である（国土地理院，２００４；
藤井，１９９１など）．
扇状地の前面，福井平野の中心部は氾濫原となっている．氾濫原の標高は４～１０mで西ないし北
西に極緩く傾斜している．自然堤防や旧河道が多数認められ，等高線は複雑に屈曲しているが，全体
としては非常に平坦である．自然堤防は１m程の比高をもち，その上は集落となっていることが多
く，畑地としても利用されている．
また九頭竜川河口付近は三角州に区分されている．三角州は海または湖に河川の流送した細粒物質
が堆積することによって形成されたきわめて平坦な低湿地であり，分岐流，感潮河川，細粒砂質の低
い自然堤防，泥質の後背湿地を特徴としている．しかし九頭竜川河口域では北東側に加越台地が，南
西側に三里浜砂丘が迫っており，三角州に特徴的な分岐流が全く見られないばかりでなく，その他の
特徴も不明瞭である．吉川（１９９６）は標高５～６m以下の低地を三角州としているが，国土地理院
（２００４）は旧金津市街西方から福井市水切にかけての標高３～４m以下の低平な地域を三角州とし
ている．等高線を見る限り，標高３m以下は傾斜がより緩くなっているが，その境界は不明瞭なも
のであり，その区分にはさらに検討が必要と思われる．
３．地形図と空中写真から読み取れる地形区分と旧河道
福井平野の近代的な地形図としては，大日本帝國陸地測量部発行の明治４２年測図２万分の１地形図，
同じく明治４２年測図５万分の１地形図がある．これらの地形図と最近の国土地理院発行の地形図を比
べてみると，この１００年程の間に河川流路がかなり大きく変化したことを読み取ることができる（田
中・服部，１９９８）．
これらの地形図が作成される明治以前の河川はどうであっただろうか．江戸時代には強固な河川堤
防が構築され，河道がほぼ現在の位置に固定されるようになったが，それ以前は洪水等をきっかけに
しばしば流路が変わっていたと思われる．しかし旧流路の正確な位置については史料等からはほとん
ど読み取ることができない．そこで戦後すぐの１９４６～４８に米軍によって撮影された空中写真および大
規模な耕地整備がされる前の地形図から旧河道の痕跡を読み取った．
扇状地においては，旧河道は一般に周囲に比べ低湿であり，空中写真ではより黒く写っていること
が多い．また旧河川に沿ってしばしば自然堤防が形成されている．図２には，本地域で最も旧河道が
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明瞭に読み取れる九頭竜川扇状地扇端付近の例を示す．ここでは幾筋もの黒い帯が鮮明に認められ，
頻繁に流路が変わっていった事を伺わせる．
氾濫原においては，河川は蛇行を繰り返すようになる．現在の福井平野では蛇行を繰り返す河川は
ほとんど認められないが，これは河川改修による流路の直線化がなされた結果である．明治～戦後す
あさむつ
ぐの地形図や空中写真を見ると，見事に蛇行する日野川，足羽川や朝六川，竹田川等の中小河川が映
図２．九頭竜川扇状地扇端付近の１９４８年撮影空中写真（上）および同範囲の国土地理院発行の２万
５千分の１土地条件図「福井」（下）．空中写真では旧河道が明瞭な黒い帯として映し出されている．
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あそうず
し出されている（図３，４）．福井市南部を流れる朝六川は，浅水川が１９２４年，江台地北部を横断し，
日野川に合流する新川に付け替えられるまで，浅水川の本流であった河川である．明治４２年測図の２
万分の１地形図や１９４８年に撮影された空中写真では見事に蛇行を繰り返す河川を見ることができる
が，１９６３～１９８８年にかけて行われた河川改修により，現在の直線的な河川となった（図４；九頭竜川
流域誌編集委員会，２０００）．竹田川においても明治４２年の５万分の１地形図や１９４８年撮影の空中写真
には蛇行する流路が映し出されている．
それ以前の旧流路については資料がほとんど無く，また福井平野は古くから水田開発が進んでいる
ため，放棄された旧河道が湖沼や湿地として残されていることもほとんど無い．戦後すぐに撮影され
た福井平野の空中写真を見ると，氾濫原においては条理制の名残と思われる整然と区切られた水田が
広がっている．しかし所々に広域的な画一の区画とは明らかに異なる不定形の水田が帯状に連なって
いる．このような不定形の水田は，旧河道が周囲の水田より一段低いため画一的な区画にできなかっ
た，または条件の悪い低湿地であるため，後の時代になってから水田として利用されるようになった
ため形成されたと推定される．また帯状の不定形水田に沿ってしばしば自然堤防が認められ，その非
対称の断面形状から不定形水田側が流路であったと推定できる．このような不定形水田から推測され
る旧流路の一例を図５に示す．しかし現在，帯状の不定形水田は，後の耕地整備によりほとんど失わ
れている．
図３．福井市西部の大日本帝国陸地測量部明治４２年測量の２万分の１地形図「高屋」，「森田」，「大
森」，「福井」（上），および同範囲の国土地理院 平成１１年発行の２万５千分の１地形図「福井」（下）．
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４．旧流路の利用とその問題点
国土地理院が発行している土地条件図には土地の形態，生いたち，性質などから分類した地形分類
の他，ハザードマップ作成に必要な地盤高データ，各種機関および施設のデータが掲載されている．
ここでは災害時に中心的な機関となる病院や避難所，市町村役場等の施設が地形区分上の何処に位置
しているのか，また地震や水害等に対し，比較的弱いとされている旧河道が現在どのように利用され
ているか，概観してみる．
まず明治以降，河道の付け替え等により生み出された旧河道用地の利用について紹介する．九頭竜
川扇状地ではかつては鳴鹿付近で本流である表川と丸岡町－松岡町の境界を流れる裏川に分かれ，そ
の間には五領ヶ島と呼ばれる中州が存在していた．松岡町史によれば１９６０年より工事が開始され，九
図５．坂井町下兵庫付近の１９４８年撮影空中写真（左）および同範囲の国土地理院発行の２万５千分
の１土地条件図「福井」（右）．旧河道に沿う不定形の水田の帯が明瞭である．
図４．福井市南部，
朝六川沿いの１９４８年
撮影空中写真（左）
および同範囲の国土
地理院発行の２万５
千分の１地形図「福
井」（右）．現在は直
線的に流れている朝
六川が，かつては氾
濫原を幾度も蛇行し
て流れていた様子が
１９４８年撮影の空中写
真から読み取ること
ができる．
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頭竜ダムの完成を待って１９６８年，裏川の締め切り・埋め立て工事が完成した．こうして造成された土
地は現在，嶺北養護学校，福井県立大学，福井大学医学部および同附属病院，福井県総合グリーンセ
ンター，新興住宅地および水田となっている（図６）．福井市南西部の足羽川の改修は，福井市史に
よれば，１９２９～３１年度に明里付近で屈曲していた流路を直線状に結び，さらに１９５１年度から水越付近
の新河道掘削が行われ，１９６３年度に旧河道閉鎖，旧足羽川の埋め立てが竣工した．現在，明里付近の
旧河川敷は駐車場，住宅地，工場用地として使われている．また水越以西の旧河川敷は狐川との合流
地点まで埋め立てられ，現在は整然とした住宅地となっている（図３）．
それ以前の旧河道は現在，どのように利用されているのであろうか．旧河道は周囲に比べ低湿であ
り，水田としての利用が大半である．しかし一般にこのような水田（沼田）は農作業の手間がかかる
図６．松岡町付近の明治４２年測量の大日本帝国陸地測量部発行２万分の１地形図「森田」，「松岡」（上）
および同範囲の国土地理院発行の２万５千分の１地形図「福井」（下）．裏川を締め切って造成され
た場所に，福井大学医学部附属病院（赤矢印），福井県立大学，住宅地等が建設されている．
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上，収穫量は少なく，後継者不足・米の生産調整・都市化の進行に伴い手放され，住宅地として開発
されることがある（高橋，１９９８）．福井平野においても近年，都市の拡大に伴い住宅地や工場用地の
開発が行われ，旧河道に住宅や工場が建設されるケースも見られるようになってきた．福井平野で現
地調査を行った際にも，地元の人からあそこは沼田でどうしようもないところだったが，今は住宅地
になったといった話を耳にしている．
地震等の災害が発生した時，被災者の救出，救護，支援の中心になる機関は，市町村の役所，消防
署，病院，警察署等である．また緊急避難指定所も被災住民の一時避難，支援の拠点として重要な位
置を占めている．これらのうち，他の機関や建物では代用できない病院が地形区分上の何処に位置し
ているかを見てみる．福井市周辺の主要総合病院としては，福井県立病院，福井赤十字病院，福井大
学医学部付属病院，福井県済生会病院，福井総合病院などが真っ先に挙げられる．このうち福井県立
病院は，かつて平岡山があった微高地付近に位置している．平岡山は明治４２年の地形図では標高３３．７
m，東西３００m程の小丘として描かれているが，昭和に入り福井市街地の拡大とともに削られ，消滅
している．また周辺のボーリングデータをみても，基盤岩の深度はごく浅い．福井大学医学部附属病
院は前述のように河川敷埋立地に建設されている．福井赤十字病院は国土地理院（２００４）の区分では
後背低地から三角州に分類されている所に１），福井県済生会病院，福井総合病院は氾濫原に分類され
ているところに位置している．また各地に指定されている緊急避難指定所であるが，旧河道に位置し
ているものが幾つか見受けられた．また町村役場や警察署，公立学校も旧河道に位置しているものが
見受けられた（図７）．
５．おわりに
１９９５年の兵庫県南部地震時に見られたように，被災状況はその土地の地形環境により大きく変わっ
てくる．たしかに現在では地盤改良技術や耐震工法が進み，建物の耐震性能は以前に比べればかなり
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
１）本原稿の執筆は２００４年７月初旬である．７月１８日に発生した福井豪雨の際，福井赤十字病院はそ
の敷地の一部が水没するとともに，病院へ通じる主要道路の多くが１m程冠水し，病院へ向かうこ
とのできる道は，南側に伸びる県道のみとなった．
図７．丸岡町付近
の国土地理院発行
の２万５千分の１
土地条件図「福井」．
役場や警察署，緊
急避難指定所等
（赤矢印）が旧河
道に位置している．
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上がったと思われる．しかし旧河道は軟弱・低湿であり，地震時には周囲に比べより強い揺れに見舞
われ，水害時にはより大きな被害を被る可能性がある．近年，自然災害から人々や資産を守るため，
災害の危険箇所を示したハザードマップが各地で作成されようとしている．自然災害による被害をよ
り少なくするためには，正確なハザードマップの作成が必要であるが，それ以上に，その土地の成り
立ちを理解した上での土地の利用を考えていく必要があると思われる．
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